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出欠等の扱いについて

○ 以下の場合は「欠席」とせず、「出席停止・忌引き等」とする

① 児童が新型コロナウイルス感染症に罹患した場合
② 児童が濃厚接触者と判断された場合
③ 児童が発熱や体のだるさ等の症状が見られた場合
④ 児童の同居の家族が自宅待機を保健所や会社等から
指示されるなど、児童が他の児童に感染させる恐れが
あると考え、児童の登校を控えた場合

⑤ 同感染症に罹患することを児童または保護者が不安に
思うなどして、児童の登校を控えた場合

※ 欠席理由については公表しない。



児童及び教職員が感染者、又は濃厚
接触者として特定された場合の対応

（１）児童及び教職員が感染した場合
① 保健所の指示を受け、特定された感染者が児童の場
合は、２週間の出席停止とする。教職員の場合は、２週間
の療養休暇を取得させて、当該校は原則３日～２週間を
目途に臨時休業とする。
② 保健所の指示を受け、感染者が完全に特定できない場
合は、当該校は、３日～２週間を目処に臨時休校とする。

（２）児童及び教職員が濃厚接触者に特定された場合
① 保健所の指示を受け、特定された濃厚接触者が児童
の場合は、２週間の出席停止とする。教職員の場合は、２
週間の出勤困難な場合の特別休暇を取得させて、当該校
の臨時休業の措置はとらない。
② 保健所の指示を受け、濃厚接触者が完全に特定できな
い場合は、当該校は、２週間を目処に臨時休業又は、臨
時休校とする。



校内環境

（１） 校内には消毒用アルコールを各所に設置し、机と机

の間隔を取る。

（２） 全教職員はマスクを着用する。また、児童と対面して
授業やその他の指導、会話等をする際には、フェース
シールドを着用する。

（３） 教室ドア・窓は休憩時間ごとに開放、常時２方向の窓
を同時に開け、換気を行う。

（４） ドアノブ、手すり、机等の学校設備・施設の消毒（毎
日消毒）をする。

（５） トイレ掃除は、教職員が行い、定期的に消毒する。



登校前・登下校時

（１） 免疫力を高めるために、十分な睡眠、適度な運動

バランスの取れた食事を取るようにする。

（２） 児童、教職員とも、毎朝、検温や健康状態の確
認を行う。熱症状や強い倦怠感、咳が出る、喉に異
常を感じる、嗅覚・味覚に異常を感じる場合は、登
校、出勤を控える。

（３） マスクを可能な限り着用する。マスクの色や形、素材

については限定しない。
※参照資料１「正しいマスクの付け方」

（４） 検温結果や健康状態について学校から配られた健康
カードに記入する。

（５） 登下校について
① 電車・バス通学をする児童がいる状況をふまえ、関
係機関と相談の上、時差通学を行う。
② 通学時には電車やバスの中での会話を控えるように
指導する（飛沫感染防止）
③ 送り迎えを可とする。



学校生活①

（１） 登校時、児童が教室に入る前に、教員の指導の下、

必ず手洗いをさせる。また、こまめな手洗いを指導する

等、手洗い指導を徹底する。
※参照資料２ 「正しい手の洗い方」

（２） 登校後、教職員が健康カードを回収する。家庭で検温

できなかった場合は、学校で検温する（接触型体温計は

使用後消毒する）。

（３） マスクの所持を確認する。マスクのない児童には

学校のものを渡す。
※参照資料１「正しいマスクの付け方」※参照資料３「咳エチケット」

（４） 手洗いを行う時間を、２時間程度ごとに確保する。
手洗い場に多くの人が集まらないように時間を分け
て設定する。

（５） 休み時間の過ごし方について、原則トイレ休憩、授業
準備の時間とし、できる限り、密接・密集することがない
ように指導する。

（６） 運動場やくすのきアリーナの開放は行わない。



学校生活②

（１） 当面の間、全校児童生徒が集まる全校集会等は、
行わない。

（２） 授業は、密閉・密集・密接を避けた授業形態で行う
ようにする。ペアやグループ学習、集団音読や合唱等
のように、近距離で会話したり発声したりする活動は
控える。

（３） ５教科（国、算、社、理、英）の学習を基本とする。体
育については、身体接触を伴う活動（相撲、サッカー、
バレーボールなどの接触プレー）や、２人が手と手を組
んで行う準備運動を行わず、基本的な体力や技能のト
レーニングを実施する。

（４） 児童が密集して長時間活動する学校行事、校外で
の活動については、変更、延期または中止する。

（５） コロナウイルス感染症に関する理解と風評被害・い
じめ防止等について、登校準備日、道徳の授業等で
扱い、子どもたちの学習を深める。

（６） 教具や器具等の共用はできるだけ控え、消毒をし、
触れる前後で手洗いを徹底する。



給食・食事

（１） 教職員、児童ともに手洗いを徹底する。

（２） 喫食時以外は、マスクを着用する。

（３） 給食を食べる前に児童の健康状態（発熱、せき、
下痢、腹痛、嘔吐等の有無）を担任が観察する。異常が
あった場合は、養護教諭に報告する。

（４） 担任は原則、配膳の場に立ち会い、児童の様子を見
守る。

（５） グループでの会食はせず、前を向いて喫食し、食事中
の会話は控えるようにする。



参照資料
※１「正しいマスクの付け方」

※２「正しい手の洗い方」

※３「咳エチケット」



新型コロナウイルス感染症の対応フローチャート

患者・濃厚接触者発生時

患 者 発 生

又は

濃厚接触者発生

本人・保護者

学 校 医

（児童）
●〔患者〕
・学校における感染症発生報告（速報） 「様式４⑴⑵」
●〔濃厚接触者〕
・出席停止措置（新型コロナウイルス感染症の疑い）報告書

「別紙様式」
●〔臨時休業〕学校における感染症発生報告（速報）

「様式４⑴⑵」
（教職員）
●〔患者〕発病報告書「様式第２」

●相談
・校内の消毒等感染症拡大防止について、相談する。
●感染経路や濃厚接触者の特定のための調査に協力
・患者の学校での活動状況の情報提供
・接触者の情報提供 等
●濃厚接触者のＰＣＲ検査への協力
（保健所がＰＣＲ検査の必要の有無について判断）

報 告 相 談

関係地区の保健所

報告・相談

報 告
岡崎市教育
委員会

愛知教育大学

児童、教職員が感染した、又は感染
者の濃厚接触者と特定された場合

連 絡

電 話 ０３－５２５３－４１１１（内線 ２９１８）
Ｆ Ａ Ｘ ０３－６７３４－３７９４
メール kenshoku@mext.go.jp

文部科学省

（健康教育・食育課）

（児童） （教職員）
●出席停止措置 ・病状把握
（学校保健安全法第19条）
・病状把握
・主治医の指示

（患者発生の場合）※県教委ガイドライン参考
・原則、３日～２週間を目途に臨時休業とする。
・保健所の指示の下、県の定める消毒マニュアルに
従って消毒を行う。
・児童、教職員の健康状態の把握

学 校

臨時休業の規模
や期間を相談

＊関係地区の保健所に相談


